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(A) Research background (Previous studies) 

C 型小惑星は太陽系初期に形成され、それぞれ異なる

程度の水質変成・熱変成を経験してきた。これら C 型

小惑星の進化モデルのほとんどは水質変成が熱水対流

によって引き起こされたと説明している。しかし、こ

の水質変成が化学的に閉じた系で起きたのか、開いた

系で起きたのかについては未だに明らかではない。本

研究では地球近傍小惑星の 1つである Bennuで観測さ

れた鉱脈について主にスペクトルの観点から考察する

ことでこの問題を解決することを目的としている。 

 

(B) Methods 

宇宙探査機 OSIRIS-Rex が入手した Bennu の全球反射

スペクトルから、Bennu の表面には有機物や炭酸塩鉱

物などの炭素化合物が分布していることが知られてい

る。これらの物質の化学組成と Bennu における水質変

成の歴史を理解するために、本研究ではサンプル回収

予定地の Nightingale に焦点を当て、そこから得られる

より解像度の高いスペクトルを分析し、実験室で得ら

れた有機物や炭酸塩鉱物のスペクトルと比較した。ま

た、Nightingale のパンクロマチック画像（以降、写真）

についても議論することで更なる理解を目指した。 

(C) Results and Discussion 

スペクトル分析の結果からNightingaleには炭酸塩鉱物

として方解石（calcite）・苦灰石（dolomite）・菱苦土石

（magnesite）が発見され、特に方解石が多く存在して

いることがわかった。また写真からはセンチメートル

単位の厚さとメートル単位の長さを持つ明るい鉱脈が

見つかった。この明るさの程度と Bennu で確認されて

いる鉱物の組み合わせから、磁鉄鉱（magnetite）や有

機物などの不透明鉱物が少量含まれた炭酸塩で満たさ

れた鉱脈であると判断した。その鉱脈の組成と大きさ

から Bennu の母天体では、化学的に開いた系でほぼ全

球的に水質変成が行われたと推察された。 

 

(D) Conclusions (including Problems of the paper, 

Remarks, Relation to your own study etc) 

リモートセンシングによる調査では隕石よりも大きな

露頭スケールの情報が得られる。本研究ではスペクト

ルと写真の情報からBennuが経験した水質変成は化学

的に開いた系で行われたと結論付けられた。今後、

OSIRIS-Rex によって Bennu の岩石が地球に持ち帰ら

れ、初期太陽系進化について更なる理解を得られるこ

とだろう。 
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